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「職域におけるがん検診に関するマニュアル」の策定について 

 

 

がんの死亡者を減少させていくためには、科学的根拠に基づくがん検診を、

適切な精度管理の下で実施することが重要です。「がん対策推進基本計画」（平

成30年３月９日閣議決定）においても、がん検診を受けた者の30～60％程度が

職域におけるがん検診を受けているとされており、我が国のがん対策において、

職域におけるがん検診は非常に重要な役割を担っているといえます。一方、職

域におけるがん検診については、保険者や事業者が、福利厚生の一環として任

意で実施しているものであり、検査項目や対象年齢等実施方法は様々であると

いう指摘もあるところです。 

こうしたことから、今般、別添のとおり、職域におけるがん検診に関するワ

ーキンググループにおいて、科学的見地より検討を進め、職域におけるがん検

診をより効果的に行うことのできるよう、その技術的な側面の参考として、「職

域におけるがん検診に関するマニュアル」を策定しました。この内容について

ご理解をいただいた上で、貴管下の関係団体及び関係者に対する周知等を図っ

ていただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

 


